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頭
上
の
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

影
山 

薫 

 
女 男

１ 

男
２ 

  
 

 
 

薄
明
か
り
の
中
、
役
者
、
１
分
沈
黙 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

最
後
１
５
秒
間
、
飛
行
機
の
音
。 

 

女
、
男
２
、
飛
行
機
の
音
終
わ
り
、
鼻
歌 

（
ポ
ー
リ
ュ
シ
カ
・
ポ
ー
レ
） 

 

男
１ 

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
網
膜
へ
、
ガ
ラ
ス
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の 

向
こ
う
、
そ
の
向
こ
う
、
地
平
線
の
向
こ
う
か
ら
、
蜃
気
楼
に 

揺
れ
、
徐
々
に
迫
り
来
る
大
き
な
影
。 

照
り
つ
け
る
太
陽
の
強
さ
に
、
私
は
、
そ
れ
が
何
な
の
か
、 

見
定
め
る
事
も
出
来
ず
、
目
を
、
見
開
い
て
い
る
。 

た
だ
、
目
に
映
る
の
は
、
影
と
、
光
、
青
く
光
に
透
け
る
、
あ

れ
は
、
あ
れ
は
、
何
な
の
か
？ 

私
は
、
ど
う
に
か
、
確
か
め

よ
う
と
、
何
度
も
目
を
凝
ら
し
、
目
を
閉
じ
、
顔
を
伏
せ
・
・
・ 

 

１
つ
の
テ
ー
ブ
ル
と
３
つ
の
椅
子
。 

顔
を
伏
せ
て
い
る
、
男
１
。 

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
水
槽
が
置
か
れ
、 

少
量
の
液
体
に
浮
遊
す
る
夥
し
い
金
魚
、
そ
の
底
に 

沈
む
幾
つ
か
の
グ
ラ
ス
。 

そ
の
傍
ら
に
は
、
手
紙
の
刺
さ
っ
た
グ
ラ
ス
が
、
ま
た 

幾
つ
か
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

女
と
男
２
、
席
に
着
き
、
目
前
の
人
間
に
話
し
か
け
る 

 
 

 
 

様
に
、
会
話
が
始
ま
る
。 

 

男
２ 

ど
う
し
ま
す
？ 

女 

そ
う
し
ま
し
ょ
う
。 
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男
２ 

い
け
ま
せ
ん
か
？ 

女 
い
い
え
。 

男
２ 
君
の
好
き
な
よ
う
に
す
る
と
い
い
。 

女 

私
は
、
そ
れ
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。 

男
２ 

（
店
員
に
返
事
す
る
か
の
様
に
）
ソ
ー
ダ
水
と
手
紙
を
。 

 

  
 

 
 

女
は
立
ち
あ
が
り
、
グ
ラ
ス
に
水
を
注
ぎ
出
す
。 

 

女 

起
き
な
さ
い
、
朝
食
で
す
よ
。 

  
 

 
 

母
へ
と
移
行
し
た
女
は
、
食
事
の
支
度
に
取
り
掛
か
る
。 

 
 

 
 

男
１
が
、
空
ろ
に
顔
を
上
げ
。 

 

男
１ 

夢
か
ら
覚
め
て
も
、
夢
の
ま
ま
、
ど
こ
ま
で
も
、
こ
の 

 

悪
夢
が
つ
い
て
回
る
。 

女 

い
つ
ま
で
寝
て
い
る
つ
も
り
、
お
父
さ
ん
も
起
き
て
い
る
わ 

 

よ
。 

男
１ 

（
水
槽
の
傍
で
目
を
見
据
え
）
ま
る
で
、
天
地
が
引
っ
繰 

り
返
っ
た
よ
う
だ
。
（
誰
か
が
歩
い
て
く
る
、
そ
れ
に
気
付
い 

た
様
に
、
床
を
這
い
ず
り
）
一
口
で
い
い
、
ど
う
か
、
何
か
食 

べ
る
モ
ノ
を
・
・
・ 

女 

（
テ
ー
ブ
ル
に
皿
を
置
く
様
子
）
ほ
ら
、
今
日
は
フ
ワ
フ
ワ 

の
オ
ム
レ
ツ
よ
。 

  
 

 
 

男
２
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
オ
ム
レ
ツ
へ
ナ
イ
フ 

 
 

 
 

を
入
れ
る
。 

 
 

 
 

同
時
に
男
１
が
、
床
に
置
か
れ
た
目
の
前
の
残
飯
に
食 

 
 

 
 

ら
い
つ
く
。 

 

女 

そ
ん
な
に
急
い
で
食
べ
な
く
た
っ
て
、
誰
も
取
っ
た
り
し
ま 

 

せ
ん
よ
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

残
飯
を
奪
い
合
い
、
身
を
翻
し
、
動
き
回
る
男
１
は
、 

 
 

 
 

椅
子
の
傍
に
滑
り
込
む
。 

 



 3 

 
 

 
 

ナ
イ
フ
の
落
ち
る
音
。 

 

女 

ほ
ら
、
ま
た
落
と
し
た
わ
ね
。
（
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
置
か
れ 

 
た
お
玉
を
拾
い
上
げ
る
） 

  
 

 
 

女
は
、
お
玉
で
水
槽
を
一
回
し
す
る
と
、
グ
ラ
ス
と 

 
 

 
 

手
紙
を
取
り
出
し
、
用
意
す
る
。 

 

男
２ 

ギ
ャ
ル
ソ
ン
に
拾
わ
せ
給
え
。 

 
 

 

男
１ 

（
一
瞬
直
立
後
、
席
に
着
く
）
・
・
・
。 

男
２ 

ど
う
な
ん
だ
、
計
画
の
方
は
。
指
示
通
り
進
ん 

で
い
る
か
？ 

男
１ 

は
い
、
体
制
は
万
全
で
あ
り
ま
す
。 

男
２ 

（
口
元
か
ら
骨
を
取
り
出
す
仕
草
）
民
衆
が
革
命
を
唱
え 

 

始
め
た
、
事
を
迅
速
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

男
１ 

（
皿
の
上
に
目
を
や
り
）
は
い
、 

  
 

 
 

女
は
、
手
紙
と
グ
ラ
ス
を
男
２
へ
手
渡
す
。 

 

男
２ 

（
手
紙
を
一
瞥
し
）
内
地
か
ら
の
手
紙
だ
。 

  
 

 
 

男
１
へ
手
紙
を
渡
し
に
向
か
う
女
。 

 
 

 
 

後
、
幾
つ
か
の
手
紙
と
グ
ラ
ス
を
用
意
し
て
お
く
。 

 

男
２ 

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
で
は
な
い
か
。
飲
み
給
え
、 

 

極
上
の
ワ
イ
ン
だ
。
（
と
、
女
に
渡
さ
れ
た
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
） 

男
１ 

・
・
・ 

男
２ 

お
前
は
、
何
処
の
生
ま
れ
だ
？ 

男
１ 

台
湾
で
あ
り
ま
す
。 

男
２ 

そ
う
か
、
だ
が
、
今
や
我
々
は
、
同
じ
国
に
忠
誠
を
誓
う 

 

同
士
。
そ
う
だ
ろ
う
？ 

男
１ 

は
い
、
・
・
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

男
２ 

我
等
が
祖
国
に
変
わ
り
は
無
い
。
（
グ
ラ
ス
を
持
つ
手
を 

 

上
げ
る
） 

男
１ 

・
・
は
い
。 
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女
は
、
男
２
の
グ
ラ
ス
を
下
げ
に
向
か
っ
た
。 

 

男
２ 
お
前
に
は
骨
が
あ
る
。
や
り
遂
げ
給
え
。 

男
１ 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

男
２ 

（
徐
々
に
立
ち
上
が
り
）
我
々
に
は
、
帝
国
国
民
と
し
て
、 

 

果
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る
。
祖
国
を
愛
す
る
者
の 

運
命
が
、
こ
の
戦
い
に
掛
か
っ
て
い
る
の
だ
。 

男
１ 

祖
国
。 

男
２ 

（
声
を
張
り
）
そ
う
、
祖
国
だ
。 

男
１ 

（
立
ち
あ
が
り
）
我
等
の
！ 

（
腕
を
振
り
歌
う
）
お
お
、
我
等
は
行
か
ん
、
希
望
を
胸
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

泣
く
な
娘
よ
・
・ 

男
２ 

（
歌
前
）
そ
う
だ
、
旗
を
持
て
、
我
等
が
祖
国
の
為
立
ち 

 

上
が
る
の
だ
。 

  
 

 
 

男
１
は
、
出
陣
す
る
か
の
如
く
旗
を
振
り
か
ざ
す
。 

 

女 

博
士
、
準
備
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

男
２ 

ホ
ル
マ
リ
ン
を
用
意
し
な
さ
い
、
実
験
を
始
め
る
。 

 

男
１
が
、
ク
ロ
ス
＝
旗
を
テ
ー
ブ
ル
（
自
ら
が
座
っ
て 

い
た
椅
子
）
へ
広
げ
る
。 

女
＝
店
員
は
、
ボ
ト
ル
か
ら
金
魚
鉢
へ
水
を
注
い
で
い 

る
。 

 

男
１ 

何
し
て
る
ん
で
す
か
？ 

女 

水
を
換
え
て
お
く
よ
う
言
わ
れ
た
の
で
。 

男
１ 

残
り
の
ク
ロ
ス
は
ど
こ
に
？ 

  
 

 
 

女
は
、
ク
ロ
ス
を
男
１
へ
手
渡
す
。 

 

男
２ 

ソ
ー
ダ
水
と
、
手
紙
を
。 

  
 

 
 

女
は
、
男
２
へ
、
グ
ラ
ス
と
手
紙
を
渡
し
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

男
１
は
、
他
の
テ
ー
ブ
ル
へ
も
、
ク
ロ
ス
を
か
け
る
。 
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男
２ 

（
手
紙
を
一
読
み
し
）
こ
れ
は
、
私
宛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

何
故
、
こ
の
手
紙
を
私
に
？ 

女 

宛
名
な
ん
て
、
こ
こ
に
在
る
手
紙
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

男
２ 

も
う
一
枚
手
紙
を
。 

女 
そ
れ
と
も
、
あ
な
た
は
、
誰
か
の
手
紙
を
待
っ
て
い
る
の
で 

す
か
？ 

  
 

 
 

飛
行
機
の
音
（
日
常
の
飛
行
機
音
か
ら
戦
場
音
へ
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

男
１
は
、
先
程
渡
さ
れ
た
手
紙
を
読
み
始
め
る
と
、 

 
 

 
 

男
２
の
傍
ら
に
座
り
込
み
、
手
紙
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

男
２
は
、
飛
行
機
の
音
に
気
付
く
と
、
手
紙
を
懐
へ
収 

 
 

 
 

め
、
銃
を
構
え
、
見
張
り
を
す
る
。 

  
 

 
 

女
は
、
水
槽
の
傍
で
ペ
ン
と
紙
を
取
る
と
、
椅
子
へ
赴 

 
 

 
 

く
。
そ
し
て
、
手
紙
を
書
い
て
い
る
様
子
で
、
男
１
の 

 
 

 
 

台
詞
に
乗
り
移
る
。 

 

男
１ 

あ
な
た
に
手
紙
を
書
く
の
は
始
め
て
で
す
ね
。
私
の
手
紙 

は
、
あ
な
た
の
ガ
ラ
ス
の
レ
ン
ズ
と
な
っ
て
、
ど
ん
な
景
色
を 

見
せ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

女 

・
・
・
見
せ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
ち
ら
の
日
常
は
、
ど
う 

で
す
か
？ 

あ
な
た
は
今
、
こ
こ
か
ら
遠
い
僻
地
に
居
る
。 

そ
れ
で
も
、
私
の
目
の
前
に
は
、
あ
な
た
が
、
そ
う
し
て
、 

笑
顔
で
立
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
い
つ
で
も
、
私
の
傍
に
い
る
。

あ
な
た
の
目
に
も
、
愛
す
る
人
の
笑
顔
が
、
愛
す
る
祖
国
の
景

色
が
、
き
っ
と
、
映
っ
て
い
る
事
と
信
じ
ま
す
。 

  
 

 
 

女
は
、
書
き
終
わ
っ
た
手
紙
を
グ
ラ
ス
に
入
れ
た
。 

 
 

 
 

金
魚
を
取
り
出
し
、
ボ
ト
ル
に
残
っ
た
水
を
注
ぐ
と
、 

 
 

 
 

既
に
糸
の
通
っ
た
針
を
金
魚
に
刺
し
て
い
く
。 

 

男
１ 

替
わ
り
ま
す
。 

男
２ 

あ
あ 
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男
２ 

紙
、
貰
え
な
い
か
？ 

男
１ 

と
お
の
昔
に
無
く
な
り
ま
し
た
よ
。 

男
２ 
手
紙
が
よ
く
届
く
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。 

男
１ 
煙
に
す
る
よ
う
な
紙
は
在
り
ま
せ
ん
。 

 

男
１
、
お
も
む
ろ
に
手
帳
＝
手
紙
を
取
り
出
し
、
破
り 

出
し
、
煙
草
を
作
り
始
め
る
。 

 

男
１ 

日
記
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

男
２ 

あ
あ
、
い
い
ん
だ
よ
。
誰
が
読
む
で
も
な
い
。
（
煙
草
を 

 

作
り
な
が
ら
） 

男
１ 

内
地
で
待
つ
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

男
２ 

内
地
な
ど
、
幻
想
だ
。
幻
想
な
ど
描
く
な
、
描
い
た
と
こ 

 

ろ
で
、
所
詮
、
手
に
届
く
事
な
ど
無
い
。 

男
１ 

こ
ん
な
毎
日
だ
か
ら
こ
そ
、
幻
想
を
抱
か
な
い
の
で
す 

 

か
？ 

男
２ 

今
、
こ
う
し
て
広
が
っ
て
い
る
現
実
が
、
そ
の
昔
、
俺
の 

幻
想
だ
っ
た
気
が
す
る
よ
。
同
胞
の
死
を
前
に
、
私
は
、
（
作 

り
上
げ
た
煙
草
を
見
）
復
讐
を
誓
っ
た
。
あ
の
日
、
唐
突
に
雨 

が
降
り
出
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

雨
の
音
（
銃
声
の
様
に
一
発
づ
つ
雨
の
音
が
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
と
思
う
と
本
降
り
と
な
る
） 

  
 

 
 

男
２
も
、
銃
声
に
気
付
く
様
に
銃
を
構
え
た
。 

 
 

 
 

弾
丸
が
、
男
１
の
腕
に
当
た
っ
た
、
腕
の
一
部
が
、 

 
 

 
 

腕
章
の
様
に
赤
く
染
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
撃
と
う 

 
 

 
 

と
す
る
が
、
躊
躇
し
て
い
る
様
子
。 

 

男
２ 

何
を
し
て
い
る
。
何
故
撃
た
な
い
、 

男
１ 

私
は
、
・
・
私
の
弾
は
、
と
お
の
昔
に
無
く
な
り
ま
し
た
。 

男
２ 

弾
な
ら
幾
ら
で
も
あ
る
、
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
こ
に
も
。 

急
げ
、
敵
が
迫
っ
て
き
た
ぞ
。 

男
１ 

も
う
、
こ
こ
は
危
険
で
す
、
早
く
逃
げ
ま
し
ょ
う
。 

男
２ 

逃
げ
る
？ 

そ
の
弾
を
抉
り
抜
い
て
で
も
撃
つ
の
が
、 
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今
、
お
前
の
す
べ
き
事
だ
ろ
う
。 

男
１ 

私
達
は
、
共
に
生
き
て
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

男
２ 

撃
た
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
お
前
の
赤
い
腕
章
目
掛
け
て
、 

 
飛
ん
で
く
る
ぞ
。 

男
１ 

今
は
、
そ
れ
が
、
先
決
。
さ
あ
、
早
く
。 

  
 

 
 

雨
が
止
ん
で
い
く
。 

 
 

 
 

男
２
は
水
槽
の
傍
で
、
煙
草
に
火
を
付
け
る
。 

 

男
２ 

今
は
な
、
そ
う
言
っ
て
い
ら
れ
る
の
も
、
今
だ
け
だ
。 

男
１ 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
。 

男
２ 

俺
は
、
煙
草
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

男
１ 

こ
の
ま
ま
、
内
地
へ
帰
れ
ず
と
も
良
い
の
で
す
か
。 

男
２ 

言
っ
た
だ
ろ
う
、
（
タ
バ
コ
の
火
を
振
り
か
ざ
し
） 

 

こ
れ
が
正
義
、
こ
れ
が
、
私
の
、
復
讐
だ
。 

  
 

 
 

戦
闘
機
の
音
が
し
、
サ
イ
レ
ン
の
音
が
響
く
、
と
、 

 
 

 
 

男
１ 

（
音
と
同
時
に
）
防
空
壕
へ
待
機
し
ろ
。 

  
 

 
 

大
型
プ
ロ
ペ
ラ
が
上
空
を
勢
い
良
く
通
過
し
た
。 

  
 

 
 

男
２
、
水
槽
へ
煙
草
を
差
し
出
す
。
と
、
間
も
無
く
、 

 
 

 
 

闇
に
包
ま
れ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
赤
く
灯
る
煙
草
の
火 

 
 

 
 

が
降
り
て
い
き
、
消
え
る
。 

  
 

 
 

薄
明
か
り
の
中
、
家
族
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
こ
は
、 

 
 

 
 

防
空
壕
と
も
見
て
取
れ
る
。 

 
 

 
 

男
２
＝
父
、
女
＝
母
、
男
１
＝
息
子
、
闇
の
中
か
ら
、 

浮
か
び
上
が
る
。 

 

息
子 

父
さ
ん
、
父
さ
ん
、
何
処
に
居
る
の
？ 

 

父 

父
さ
ん
は
此
処
だ
、
す
ぐ
傍
に
い
る
。 

息
子 

未
だ
だ
ろ
う
か
、
ま
だ
、
外
に
出
て
は
い
け
な
い
？ 

あ
の
飛
行
機
、
ま
だ
、
こ
の
上
を
飛
ん
で
い
る
？ 
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父 

聞
こ
え
る
だ
ろ
う
、
あ
の
音
が
。
も
う
少
し
だ
、
あ
と
も
う 

少
し
。
嗚
呼
、
け
れ
ど
も
、
母
さ
ん
、
母
さ
ん
、
ど
こ
に
い
る 

の
？ 

母
さ
ん
？ 

母 

大
丈
夫
よ
、
母
さ
ん
は
い
つ
も
お
前
の
傍
に
い
ま
す
。
け
れ 

 

ど
、
お
前
は
、
遠
く
へ
行
っ
た
っ
き
り
。 

  
 

 
 

戦
闘
機
（
編
隊
飛
行
）
の
音
が
響
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

雷
の
よ
う
な
衝
撃
に
身
を
崩
す
、
男
二
人
。
土
を
掻
き 

 
 

 
 

分
け
、
外
へ
出
よ
う
と
す
る
。 

  
 

 
 

女
は
、
手
紙
を
読
み
始
め
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

大
型
プ
ロ
ペ
ラ
が
通
過
し
た
か
と
思
う
と
爆
弾
の
落
下 

 
 

 
 

音
が
響
く 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

徐
々
に
、
男
二
人
の
世
界
が
赤
く
染
ま
っ
て
行
く
。 

 
 

 
 

 

女 

雷
が
、
一
度
に
何
十
も
落
ち
た
か
と
思
う
程
の
大
音
響 

が
轟
き
、
島
全
体
は
地
鳴
り
し
、
泥
と
熱
風
が
頭
か
ら
降
り
注 

い
だ
。
爪
に
食
入
る
砂
に
耐
え
な
が
ら
、
外
へ
這
い
上
が 

っ
た
時
、
目
に
し
た
も
の
は
、
悪
夢
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
・
・
・ 

  
 

 
 

赤
く
染
ま
っ
た
悪
夢
の
世
界
に
、
男
二
人
が
飛
び
出
し 

 
 

 
 

た
。 

 
 

 
 

 

男
１ 

（
女
の
読
む
手
紙
に
乗
り
移
る
）
・
・
・
悪
夢
の
よ
う
な 

光
景
だ
っ
た
。
あ
な
た
の
眼
に
映
る
私
は
、
も
う
私
で
は
無
い 

の
か
も
し
れ
な
い
。
何
日
も
何
日
も
、
熱
砂
の
中
で
夢
見
て
た 

の
は
、
い
つ
も
、
君
の
似
姿
だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
も
う
私
に
は
、 

一
体
何
に
涙
す
れ
ば
い
い
の
か
も
判
ら
な
い
。
私
は
、
来
る
日 

も
来
る
日
も
、
こ
の
悪
夢
の
中
で
、
足
元
の
蛆
を
、
踏
み
潰
し
、 

そ
れ
に
驚
く
事
も
無
く
、
行
進
し
て
い
る
の
だ
。 

男
２ 

空
が
白
い
雨
雲
に
覆
わ
れ
、
砲
弾
が
、
雨
の
如
く
降
り
注 

い
だ
。
全
て
は
、
一
瞬
で
、
引
き
千
切
れ
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
、 
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人
々
の
胸
を
貫
き
、
ま
た
、
別
の
破
片
が
、
私
の
顔
を
映
し
出 

し
て
い
た
。 

男
１ 

も
う
、
こ
ん
な
祖
国
を
、
映
し
て
く
れ
る
な
。 

  
 

 
 

悪
夢
の
世
界
に
身
を
置
く
、
男
１
は
、
男
２
と
女
に
目 

 
 

 
 

を
見
張
る
。 

 
 

 
 

男
２
は
、
兵
隊
の
如
く
部
屋
へ
上
が
り
こ
み
、
銃
を
構 

 
 

 
 

え
る
よ
う
に
、
消
火
作
業
を
す
る
様
子
。 

 

女 

（
手
紙
を
読
む
様
に
） 

・
・
が
確
定
さ
れ
、
記
者
会
見 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
変
わ
っ
て
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
す
、 

昨
夜
未
明
、
大
阪
府
、
大
阪
市
の
ホ
テ
ル
に
て
、
大
規
模
な 

火
災
が
起
り
ま
し
た
。
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
お
り
、 

現
在
も
尚
、
消
火
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
模
様
で
す
。 

 
 

 
 

キ
ャ
ス
タ
ー
の
読
み
が
火
災
ニ
ュ
ー
ス
に
変
わ
る 

 
 

と
、
機
械
音
が
響
き
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
音
に 

 
 

乗
り
移
る
。 

 

 
 

 
 

女
、
覆
い
尽
く
す
火
に
悲
鳴
を
上
げ
、
逃
げ
惑
う
。 

そ
れ
は
、
押
し
入
っ
て
き
た
兵
隊
か
ら
逃
げ
る
様
。 

男
１
は
、
息
絶
え
た
女
を
揺
す
り
起
こ
す
。 

男
１
、
手
紙
を
グ
ラ
ス
に
入
れ
た
。 

  
 

赤
い
ラ
イ
ト
は
消
え
、
カ
フ
ェ
の
灯
か
り
へ
移
る 

 
 

と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
切
ら
れ
る
音
が
終
わ
る
。 

 

女
、
起
き
上
が
り
、
リ
モ
コ
ン
を
持
ち
、
Ｔ
Ｖ
の 

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
る
様
子
。 

 

男
２
、
タ
イ
プ
す
る
人
間
に
言
葉
を
連
ね
る
様
子
。 

女
と
男
１
は
、
Ｔ
Ｖ
を
見
る
か
の
様
に
、
水
槽
越
し
に
、 

男
２
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

男
２ 

１
２
月
２
８
日
、
彼
女
は
何
を
し
て
い
た
の
か
、 



 10 

 
果
た
し
て
何
処
で
、
ホ
テ
ル
の
一
室
で
、
ど
の
よ
う
に
灯
は 

点
灯
し
、
誰
と
、
ど
の
様
に
姿
勢
を
崩
し
て
い
た
の
か
？ 

 

彼
女
は
知
ら
な
い
、
彼
女
の
知
ら
な
い
彼
女
を
、
彼
女
の
身
体 

は
知
り
、
そ
の
身
体
の
最
後
を
、
誰
が
知
っ
て
い
る
の
か
？ 

男
１ 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
か
？ 

女 

何
故
？
。 

男
２ 

ド
ラ
マ
な
く
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
成
立
し
な
い
。 

男
１ 

こ
の
間
の
火
災
で
す
よ
ね
？ 

女 

ド
ラ
マ
よ
。
あ
な
た
が
こ
の
人
を
信
じ
る
の
な
ら
、
ド
キ
ュ 

 

メ
ン
タ
リ
ー
か
も
し
れ
な
い
。 

男
２ 

事
実
を
、
撮
影
し
、
編
集
し
、
放
送
す
る
、
そ
れ
が 

 

私
達
の
仕
事
だ
。 

男
１ 

あ
な
た
は
一
体
何
を
真
実
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す 

 

か
？ 

男
２ 

前
へ
出
ろ
！ 

  
 

 
 

男
１
前
へ
出
る
。 

女
は
男
１
か
ら
渡
さ
れ
た
手
紙
を
グ
ラ
ス
に
入
れ
沈
め 

る
と
、
重
り
と
繋
げ
、
静
め
る
。 

 

男
２ 

お
い
、
貴
様
、
今
な
ん
と
言
っ
た
。 

男
１ 

で
は
、
私
は
一
体
、
何
を
信
じ
て
戦
え
ば
よ
ろ
し
い
の
で 

す
。
私
は
、
祖
国
に
忠
誠
を
誓
い
、
祖
国
を
守
る
為 

な
ら
ば
、
玉
砕
も
厭
わ
ぬ
覚
悟
で
あ
り
ま
し
た
。
な
の
に
・
・ 

男
２ 

お
前
は
何
も
判
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
が
、
祖
国
の
為
、 

 

上
か
ら
の
通
達
な
の
だ
。 

男
１ 

何
故
、
彼
等
を
連
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

 

ど
う
し
て
！ 

男
２ 

ど
う
し
て
も
、
ど
ん
な
に
し
て
も
だ
。
そ
ん
な
こ
と
で 

祖
国
が
救
え
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
。
お
前
は
、
そ
し
て
、 

撃
た
な
か
っ
た
。 

男
１ 

あ
の
時
、
私
に
は
、
弾
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、 

 

そ
れ
だ
け
で
あ
り
ま
す
。 

男
２ 

い
や
、
お
前
は
諦
め
た
の
だ
、
裏
切
っ
た
の
だ
。 

男
１ 

違
い
ま
す
、
我
々
に
は
我
々
の
戦
方
が
あ
る
の
で
す
、 
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ど
う
か
、
彼
等
と
共
に
戦
わ
せ
て
下
さ
い
、
連
隊
長
殿
。 

男
２ 

上
か
ら
の
命
令
だ
。
お
前
に
は
、
別
の
指
令
、
が
用
意
さ 

れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
既
に
負
傷
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。 

男
１ 

こ
の
腕
の
、
一
つ
や
二
つ
。
（
銃
を
構
え
る
が
、
赤
い 

 
腕
章
に
手
を
当
て
）
あ
う
っ
！ 

男
２ 
ま
だ
弾
を
抜
い
て
い
な
い
の
か
。
所
詮
お
前
は
、
血
と
涙 

に
生
き
て
い
る
の
だ
。 

女 

そ
の
水
が
、
毛
穴
と
い
う
毛
穴
に
入
っ
て
、
細
胞
と
い
う 

細
胞
の
間
に
流
れ
込
み
、
原
子
の
粒
を
掻
き
分
け
て
、
ナ
ノ
の 

粒
子
と
な
っ
た
ら
ば
、
君
の
そ
の
目
に
見
え
ざ
る
物
に
。 

そ
し
て
、
そ
う
す
れ
ば
、
ナ
ノ
の
粒
子
は
心
の
臓
ま
で
溶
け
入 

っ
て
、
涙
と
な
っ
て
、
ま
た
水
に
な
る
。 

男
１ 

（
水
槽
の
も
と
で
）
確
か
に
、
私
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
じ
ゃ 

 

あ
な
い
。 

男
２ 

涙
を
見
せ
る
と
は
、
恥
じ
を
知
れ
、
感
情
で
は
な
い
、 

計
算
し
ろ
、
計
算
す
る
ん
だ
、
そ
う
、
互
い
の
気
持
ち
を 

計
算
し
ろ
。
記
号
で
、
記
号
で
表
せ
、
カ
ガ
ク
出
来
な 

き
ゃ
話
に
な
ら
ん
ぞ
。 

女 

博
士
、 

男
２ 

何
？
出
来
た
か
、
よ
し
、
見
て
み
よ
う
。 

  
 

 
 

男
２
、
女
、
金
魚
鉢
の
中
を
覗
き
込
む
。 

 
 

 
 

男
１
、
金
魚
鉢
を
両
手
で
掴
み
。 

 

男
１ 

０
１
０
０
１
・
１
０
・
・
０
０
０
１
・
・
（
呟
き
続
け
る
） 

男
２ 

死
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。
（
金
魚
を
掴
み
） 

女 

支
持
通
り
し
た
の
で
す
が
。 

男
２ 

私
は
殺
せ
と
言
っ
た
憶
え
は
な
い
ぞ
。 

女 

闇
夜
に
放
っ
た
一
発
が
、
ど
こ
か
の
誰
か
に
命
中
し
、
空
に 

 

放
っ
た
一
発
が
、
ど
こ
か
、
だ
れ
か
の
石
榴
を
割
っ
た
。 

男
１ 

俺
が
、
殺
し
た
ん
だ
、
俺
が
、
俺
が
。 

女 

ど
う
か
し
ら
、
ほ
ら
、
あ
の
手
も
。 

男
１ 

確
か
に
、
あ
の
時
だ
け
だ
っ
た
。 

  
 

 
 

男
２
は
握
ら
れ
た
拳
を
開
い
た
。 
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女 

ほ
ら
、
赤
い
で
し
ょ
う
。
私
達
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
。 

男
２ 

（
金
魚
を
水
槽
の
中
に
投
げ
入
れ
）
何
を
言
う
、 

お
前
達
が
実
行
手
段
を
誤
っ
た
の
だ
。 

や
り
直
し
だ
、
実
験 

は
失
敗
し
た
。 

女 

指
示
通
り
し
た
か
ら
死
ん
だ
の
で
は
な
い
の
で
す
か
？ 

 

ど
の
様
な
指
示
を
与
え
た
の
で
す
。 

男
１ 

縦
に
、
斜
め
に
・
・
・
斜
め
に
、
縦
に
、
逆
さ
ま
に
、
・
・ 

 

う
つ
伏
せ
に
、
仰
向
け
に
、
・
・
・ 

男
２ 

君
達
に
は
、
ク
チ
ン
収
容
所
俘
虜
兵
の
サ
ン
ダ
カ
ン
へ
の 

移
送
を
命
ず
る
。 

男
１ 

こ
れ
は
、
一
体
、 

女 

死
ん
で
い
る
。 

男
１
（
頭
を
抱
え
）
沈
ん
で
い
る
！ 

男
２ 

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
争
犯
罪
人
、
お
前
の
し
た
事
、 

 

お
前
に
刑
を
言
い
渡
す
。 

男
１ 

違
う
、
違
う
、
全
て
は
あ
な
た
の
仰
ら
れ
る
ま
ま
に
し
た 

 

事
、 

男
２ 

捕
虜
兵
へ
の
虐
待
、
虐
殺
、
残
虐
行
為
の
責
任
の
追
及
、 

に
よ
り
、
そ
の
実
行
者
で
あ
る
君
に
終
身
刑
を
命
ず
る
。 

男
１ 

や
っ
て
い
な
い
、
い
や
、
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
け 

れ
ど
、
そ
う
仕
向
け
た
の
は
、
あ
な
た
で
は
な
い
で
す
か
！ 

長
官
殿
！ 

男
２ 

だ
ま
れ
！
上
官
の
言
う
事
は
、
天
皇
の
命
令
で
あ
る 

ぞ
！
天
皇
の
命
を
受
け
ぬ
つ
も
り
か
！ 

女 

今
あ
な
た
も
見
た
で
し
ょ
う
、
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
沈 

む
現
実
を
、
こ
う
し
て
見
世
物
に
さ
れ
て
い
る
人
々
を
。 

レ
ン
ズ
が
記
憶
し
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
。 

男
２ 

全
て
の
物
証
は
そ
こ
に
揃
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
事
実
、 

そ
の
赤
い
腕
章
が
、
何
よ
り
の
証
拠
。 

男
１ 

彼
等
は
私
の
同
期
の
桜
、
私
も
共
に
散
る
運
命
。
な
ら
ば
、 

 

あ
な
た
は
、
な
ん
な
の
で
す
！ 

女 

事
実
と
事
実
を
繋
げ
れ
ば
現
実
が
出
来
上
が
る
と
い
う
寸
法
。 

男
２ 

私
は
た
だ
、
君
達
に
事
実
を
伝
え
る
義
務
が
在
る
の
で
す
。 

女 

で
は
、
今
仰
ら
れ
た
の
は
全
て
真
実
で
あ
る
と
、
そ
う
い
う

事
で
す
ね
。 
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男
１ 

で
は
、
今
回
の
計
画
の
遂
行
は
、
失
敗
で
は
無
か
っ 

 

た
と
。 

女 

で
は
、 

男
１ 

で
は
、 

女 
救
済
で
あ
る
と
、 

男
１ 
ど
う
な
ん
で
す
、 

女 

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

 

女
、
男
１
は
マ
イ
ク
を
男
１
へ
向
け
、
迫
っ
て
行
く
。 

 

ロ
ッ
ク
を
外
す
音 

 

マ
イ
ク
は
銃
へ
と
変
わ
り
、
男
２
は
、
し
ゃ
が
み 

込
み
、
怯
え
て
い
る
。 

男
１
、
女
は
、
男
２
の
腕
を
掴
み
、
前
方
の
椅
子
へ 

座
ら
せ
る
。 

 

男
１
＝
監
視
員
、
男
２
＝
捕
虜
兵
、
女
＝
Ｔ
Ｖ
局 

 

女 

で
は
、
こ
の
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
。
（
水
槽
越
し
に
座
る
） 

男
１ 

（
銃
を
構
え
な
が
ら
）
氏
名
、
出
身
地
、
家
族
構
成
。 

男
２ 

こ
れ
は
条
約
違
反
だ
、
判
っ
て
い
る
の
か
、
条
約
に
違
反 

 

し
て
い
る
。 

女 

で
は
、
敵
兵
の
死
体
を
引
き
ず
り
、
そ
の
映
像
を
放
送
す
る 

 

事
は
、
違
反
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
す
か
？ 

男
１ 

そ
の
条
約
を
盾
に
、
あ
な
た
は
我
等
か
ら
祖
国
を
奪
っ
た
、 

そ
う
し
て
、
あ
な
た
は
、
戒
厳
令
を
し
く
の
で
す
。
氏
名
、 

出
身
地
、
家
族
構
成
。 

  
 

 
 

男
１
、
銃
口
を
男
２
に
向
け
な
が
ら
カ
メ
ラ
の
横
に
立 

 
 

 
 

つ
。 

 

女 

怪
我
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

男
１ 

え
え
、
こ
こ
に
一
発
、
残
っ
て
い
ま
す
。 

男
２ 

そ
れ
で
、
私
を
撃
つ
つ
も
り
か
。 
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男
１ 

あ
な
た
を
撃
つ
つ
も
り
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ 

 
う
し
て
、
撮
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

飛
行
機
が
通
過
し
て
い
く 

 
 

 
 

 
 

女
は
、
金
魚
と
グ
ラ
ス
を
繋
げ
、
沈
め
な
が
ら 

 
 

 
 

唄
を
唄
う
。 

 
 女

（
唄
） 

あ
の
日
見
た
の
は
飛
行
雲 

 
 

 
 

 

遠
い
彼
方
の
飛
行
船 

 
 

 
 

 

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
誰
が
乗
る
の
か
、 

 
 

 
 

 

そ
れ
は
、
私
の
思
う
ま
ま
、 

 
 

 
 

 

頭
上
に
浮
か
ぶ
白
線
を
、 

 
 

 
 

 

た
だ
見
上
げ
て
は
、
思
う
ま
ま
。 

 
 

 
 

 

あ
の
空
か
ら
は
シ
ャ
ト
ー
が
見
え
る 

 
 

 
 

 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
も
見
渡
せ
る 

 

女 

重
り
が
沈
ん
で
、
偽
者
の
魚
も
こ
う
し
て
浮
か
ぶ
。 

男
１ 

イ
ト
を
通
し
、
重
り
が
沈
ん
で
、
沈
ん
で
、
・
・
・ 

 

こ
こ
に
沈
ん
で
居
る
の
は
？ 

女 

あ
な
た
も
読
ん
だ
手
紙
で
す
。 

男
２ 

イ
ン
ク
と
紙
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
溶
け
る
で
し
ょ
う
か
？ 

女 

肉
と
血
潮
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
腐
る
で
し
ょ
う
か
。 

男
１ 

こ
こ
に
映
る
世
界
は
、 

男
２ 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

／ 

女 

ド
ラ
マ
で
す
。 

男
２ 

で
は
、
こ
の
金
魚
は
。 

男
１ 

手
紙
に
綴
ら
れ
た
イ
ン
ク
。 

女 

い
い
え
、
あ
な
た
自
身
。 

男
１ 

雨
は
あ
が
る
。
私
達
は
、
見
渡
せ
る
、
き
っ
と
、 

 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
１
、
男
２
、
女
、
ポ
ー
リ
ュ
シ
カ
ポ
ー
レ
合
唱
。 

 

 

歌 

お
お
、
娘
よ
我
等
は
戦
う
、 

 
 

 

行
く
手
を
阻
む
砂
塵
に
、
目
を
見
開
き
進
め 
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我
が
頭
上
の
白
線
の
果
て
に
／
し
無
き
、 

地
平
線
へ
伸
び
、
広
が
る
／
消
え
る 

 
 

 

今
、
目
に
映
る
雲
を
／
事
実 

 

男
１ 
た
だ
、
目
に
映
る
の
は
、
影
と
、
光
、
あ
れ
は
、
あ
れ
は
・
・ 

 

  
 

 

男
２
、
女
、
独
唱 

 
 

 
 

 
 

 

我
等
は
読
み
上
げ
る
、
白
線
に
綴
ら
れ
た
言
葉 

ポ
ー
リ
ュ
シ
カ
、
ポ
ー
レ 

 
 

 

風
よ
吹
け
、
揺
れ
よ
、 

 
 

 

一
筋
の
雲
が
残
し
た
、
君
へ
と
宛
て
た
手
紙
。 

 
 

 
 

 止
め
ど
流
る
涙
の
行
方
の 

  
 

 
 

女
は
、
手
紙
を
手
に
し
舞
台
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

そ
し
て
、
徐
々
に
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
光
量
を
上
げ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ジ
・
エ
ン
ド 


